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んだ。マグニチュードは最大 7.3 の大規模地震であった。 
地震による被害は以下の通りであった(気象庁調べ、平成 15 年 12 月 25 日現在の数値と
して同庁ホームページに掲載されているもの)。人的被害として、死者 6,433 人、行方不明
者 3 人、重軽傷者 43,792 人に及び、さらに住家被害として、全壊 104,906 棟（世帯数に
して 186,175 世帯）、半壊 104,906 棟（世帯数にして 274,182 世帯）、一部損壊 263,702
棟、合計 512,882 棟にも及んだ。地震発生後に発生した火災は 285 件であり、そのほとん
どは建物火災（261 件）であった。被害にあった建物は 9,017 棟、うち住家数は 6,558 棟、
さらにそのうち全焼は 6,148 棟であった。水道断水の被害は約 130 万戸、ガス供給停止の








月）。これによると午前 5 時 46 分の地震発生直後、同 47 分には中隊長が各隊員に非常呼
集をかけ、庁内の消防自動車ガレージに集合させている。そして同 49 分には庁内の損害
状況を確認した後、同 52 分には敷地内に現地指揮所を開設し、同 55 分には管轄区域内で














































































































































































































期間の調査のために入ったのは 2006 年 10 月半ば、その 2 年前に地震が発生した時期とほ
ぼ重なる。長岡市災害対策本部の編集になる『新潟県中越大震災の被害状況及び復旧対策
の概要』によると、2004 年 10 月 23 日 17 時 56 分頃、新潟県中越地方に位置する川口町
の深さ 13 キロメートルのところを震源とする地震が発生した。震源のあった川口町で震
度７、小千谷市、山古志村、新潟県小国町で震度 6 強、長岡市、十日町市、栃尾市、越路
町、三島町、堀之内町等々で 6 弱を観測した。その後も震度 6.5 に達するような強い余震
が続発したのが、新潟中越地震のおおきな特徴である。 
この地震の被害として、死者数は 13 名、負傷者数は 2,276 名、全壊家屋の数は 2,689





























































































































































が 6 歳未満の家族が 177 家族（81.5％）、第二子が 6 歳未満の家族が 107 家族（49.5％）
であった。第一子が三歳未満の家族は 108 家族（50％）、第二子が三歳未満の家族は 82 家
族（38.0％）であった。自宅以外に避難した家族は 135 家族（62.5％）、うち避難期間が 1
週間以内であった家族は 104 家族（48.1％）、同じく 8 日以上 2 週間以内であった家族が
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注 
                                                  
1 本稿は、平成 15 年度～平成 18 年度の文部科学省科学研究費補助金を受けて平成 19 年に提出した研究
成果報告書『ストレスの社会･文化的規定性とそれへの適応についての研究』（田口宏昭、八木秀夫、寺岡
伸悟の分担執筆による）のうち、田口単著の第 6 章「自然災害とストレス」に加筆したものである。 
2 藤見が災害研究を手がけたフィールドは富士五湖の一つ、西湖に面する山間僻地にある根場という小部
落である。居住戸数が 39 戸、耕地が 20 町歩余りのこの集落において、1966 年 9 月 25 日に発生した山
津波が 39 戸中 33 戸の家屋を押し潰した。死者・行方不明者は部落人口 198 人中 63 人、すなわち 3 人
に一人が命を失った。世帯員全員が死亡した家４戸、未成年の子どもだけが残された家は 4 戸、死者を出









4 藤見、183 頁。 
5 阪神淡路大震災を在学中に体験した大学生の震災体験の記録として、藤本健夫・森田三郎編『甲南大学
 16
                                                                                                                                                  
の阪神大震災』（阪神大震災の記録１）（神戸新聞総合出版センター、1996 年）がある。この震災で 16



















9 新潟県新潟市に事務所を置くNPO法人。2002 年 3 月設立の新しい法人。子育て支援センター受託運営、
災害支援プロジェクト、情報発信、企画の提案と実施、イベントの企画と実施等の事業を行っている。 
10 神奈川県川崎市に本部を置くNPO法人。1993 年、子育てママのタウン情報誌「ままとんキッズ」を発




調査は「新潟県中越地震に関するアンケート」と題するもので、2004 年 12 月 24 日に配票が開始され、
2005 年 3 月上旬に回収された。 
12 この数字は、「子育て」役割における今日のジェンダー的偏りを示唆していて興味深い。 
13 これは現代文化のもつ弾力性の問題につながるのかもしれない。 
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